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平成２８年第４回定例会

一般質問通告書 （質問事項要旨）

12月13日
平成28年 12月14日 （ ３日間 ）

12月15日

南 風 原 町 議 会

目 次（一般質問日程表）
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１ ６番議員 赤 嶺 奈津江 ２

２ ５番議員 照 屋 仁 士 ４

３ ３番議員 大 城 勝 ５ 12月13日（火）

４ １番議員 知 念 富 信 ７

５ 12番議員 上 原 喜代子 ８

６ 10番議員 大 城 毅 ９

７ ２番議員 新 垣 由 雄 １１

８ 14番議員 金 城 好 春 １２ 12月14日（水）

９ 13番議員 玉 城 勇 １３

10 ４番議員 大宜見 洋 文 １４

11 11番議員 宮 城 寛 諄 １６

12 ９番議員 赤 嶺 雅 和 １７
12月15日（木）

13 ７番議員 浦 崎 みゆき １８

14 ８番議員 花 城 清 文 ２０
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□ 赤嶺奈津江 議員

１．こども医療費現物給付について 【 町長 】

（１）平成２９年１月診療分より、こども医療費を現物給付するということで、町長

をはじめ、町は動いてきた。現在の状況はどうか。

（２）国、県の動向はどうなっているか。

（３）こども医療費について、全町民が等しく医療を受けやすくするべきだと思う。

そこでひとり親世帯の医療費はどうなっているか。今後の方向性も含め問う。

２．学童期の生活習慣病予防健診について 【 町長・教育委員長 】

（１）今年度より小学５年生、中学２年生を対象に学童期の生活習慣病予防健診が行

われている。その受診率や検査結果はどうだったか。

（２）健診結果を受けて、病院への受診案内をした児童生徒へのフォローはどうして

いるか。
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（赤嶺奈津江議員 一般質問）

（３）こども医療費現物給付は、「ひどくなる前に、慢性化する前に」治療すること

で、将来の医療費抑制にもつながる。学童期の生活習慣病予防検診は、現物給付と同

様に大きな意義を持つと考える。今回の受診率をどう捉えているか。

（４）受診率を上げるために、各学校との調整も必要だと思う。教育委員会も含め、

調整会議を行うべきと思うがどうか。

３．町や各種団体が行う行事の調整を 【 町長・教育委員長 】

（１）町内の行事が多い。協力依頼される各種団体からも行事を見直すことや少なく

したり、統合することができないかとの声もある。参加人数が少ない行事の見直しや

類似行事をひとつにすることはできないか。

（２）各学校や自治会も町の行事との調整が難しい状況にある。次年度の行事計画は

早期に行うべきだと思う。去った９月にも、周知や調整不足で町陸上競技大会と各学

校の草刈り作業が重なっていた。町としてどう考えているか。

（３）県の方針ですべての学校行事を１、２学期中に行うよう指導があると聞いてい

る。特に夏休み明けの９月から１２月にある町内行事を見直してはどうか。
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□ 照屋仁士 議員

１. 本町に貢献する企業を応援せよ 【 町長 】

(１)協働を推進する本町だからこそ、町内で地域に貢献する企業、本町に貢献する人

が働く企業を応援すべきだが現状はどうか。

(２)本町が発注する入札・契約制度を変更し、社会貢献評価加点で新たな項目を検討

すべきだがどうか。

(３)公契約条例はじめ、新たな形を検討しているか。

２．第五次総合計画への提案の検討結果は 【 町長 】

(１)平成２７年９月議会一般質問で、第五次南風原町総合計画への検討項目として以

下９点を提案したが、それぞれの検討結果はどうなったか。

①町民提案手続き

②パブリックコメント方法を明示

③広聴会・座談会・審議会

④自治会の役割

⑤まちづくり協議会・１００人委員会

⑥町民公益活動団体

⑦公共サービス参入機会の提供

⑧地域サポートセンター

⑨住民投票



-5-

□ 大城勝 議員

１．高齢化社会への対応について 【 町長 】

（１）高齢化社会への進み具合を知る指標の一つとして、総人口に占める６５歳以上

の割合を数値化したものに、高齢化率がある。本町の人口が年々増加の一途をたどる

なか、今後５年、１０年、２０年後の高齢化率はどのように想定できるか。また、そ

の数値を本町の福祉政策にどのように反映させていけるか。

２．高齢化への進展を見据えての健康づくりを 【 町長 】

（１）本町の社会福祉協議会が行う、高齢者健康づくり推進事業を町行政はどのよう

に認識しているか。

（２）健康運動指導士とは、生活習慣病を予防し、健康を維持・増進するため、個人

の体力に合った運動計画を立て、指導する資格を持った人とある。その健康運動指導

士をちむぐくる館内の健康増進室に配置できないか。
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（大城勝議員 一般質問）

３． 社会福祉協議会の巡回福祉バスの運行状況について 【 町長 】

（１）社会福祉協議会が無料送迎している巡回福祉バスの運行状況は、どのようにな

っているか。

（２）巡回福祉バスの運行回数の増便要望が住民の声としてあるが、増便は可能か。

４．認定こども園について 【 町長・教育委員長 】

（１）保育園と幼稚園の機能を併せ持つ認定こども園導入への町行政の対応を問う。

（２）認定こども園設置に向けて、こども課と学校教育課が部署の壁を取り払い、こ

ども園課を新設できないか。
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□ 知念富信 議員

１．南風原南・北インターチェンジ付近へホテル誘致を 【 町長 】

（１）南風原南・北インターチェンジ付近は、今後、発展が見込まれる。地主の意向

調査をしたことはあるか。

（２）南風原南・北インターチェンジ付近の農業白地区域に建設許可に関する諸条件

はあるか。

（３）２０２０年（平成３２年）開業予定のＭＩＣＥ施設に関連して、インターチェ

ンジ周辺にホテル関係者が興味を示していると聞いた。区域見直しを含め、誘致に向

けて取り組むべきではないか。

２．宮平土地改良区の境界に用排水路設置を 【 町長 】

（１）宮平土地改良区は南北に傾斜になっているため、境界部分が削られて溝ができ

ている。溜まり場もあり、環境が悪い。用排水路設置ができないか。

（２）宮平学校線の宮平向け右側の道路沿いを一部、農振地域解除するよう以前から

議会等で要望している。状況はどうなっているのか。
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□ 上原喜代子 議員

１．婚活でまちおこしを 【 町長 】

（１）本町において３０代から５０代の未婚者数はどのくらいか。

（２）近隣市町村と比較をして本町は多いのか。

（３）婚活支援で政府予算倍増とのことだが、本町でも婚活パーティーを事業化し、

まちおこしができないか。

（４）婚活後のセレモニーまでとらえ、本町にしかできない仕組みづくりができない

か。例えば、商工会や琉球絣事業協同組合、観光協会が役割分担し、一体感を生み出

す事業づくりができないか。

（５）事業化するため専門的なコーディネーターの養成を行ってはどうか。
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□ 大城毅 議員

１．こども医療費助成制度現物給付の早急な実現を 【 町長 】

（１）町長はこども医療費助成の現物給付は「県の支給要綱の改定が前提」としてい

るが、県はそれを２０１８年度（平成３０年度）からとしている。２０１７年（平成

２９年）１月診療分から実施できるのか。

（２）県の要綱は現物給付を排除していないと解釈できるのではないか。

２．年金生活高齢者の現状把握を 【 町長 】

（１）町内の「収入が年金のみ」の高齢者をどのように把握しているのか。

（２）「収入が年金のみ」の方々の平均収入は把握しているのか。

（３）都市化が進むほどその比率は高まると思うが、町としてその支援をどう図るか。
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（大城毅議員 一般質問）

３．観光発信施設の計画はどうなっているのか 【 町長 】

（１）観光発進施設の目的、概要はどうなっているのか。

（２）年次計画はどうなっているのか。

（３）財政計画はどうなっているのか。

（４）進捗状況はどうなっているのか。

４．バス停へ屋根設置の推進は 【 町長 】

（１）当間原バス停への屋根設置について、どのような進捗があったか。
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□ 新垣由雄 議員

１．南風原町北地区の開発について 【 町長 】

（１）南風原町北地区の開発が本町の次の課題のひとつであると思うが、北地区の開

発が盛り込まれている町の計画はあるか。

（２）那覇空港自動車道インターチェンジ付近への商業施設誘致やＭＩＣＥ建設に伴

う関連事業などの検討をしているのか。

（３）南風原・与那原バイパスの整備などで北丘小学校区近辺が交通結節点として便

利な区域となるが、そのような利便性を生かした事業等の検討をしているのか。

２．里道の管理責任について 【 町長 】

（１）里道の草刈りなど管理を地域で行っていることをどう考えるか。

（２）里道地権者は町長であるため、要請すれば清掃を町で行うか。

（３）里道の管理責任を町と自治会の間で明確にしてはどうか。
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□ 金城好春 議員

１．役場庁舎南側駐車場の環境整備を問う 【 町長 】

（１）庁舎南側駐車場(町民広場）の出入口は車が１台しか通らない。駐車場に入る

車と駐車場から出る車がはち合わせると、どちらかの車が手前で待たなければ前に進

めない。出入口をもっと拡幅して改善できないか。

（２）駐車場通路に植樹した町木の黒木が数本枯れている。植え替えして景観を良く

することはできないか。

２．より安心、安全な交差点にするため、標識整備を 【 町長 】

（１）津嘉山区内町道１５６号線と国道５０７号との交差点は町道から国道に出る車

と那覇方面から八重瀬町方面に向かうオートバイとの接触事故がよく起きると聞い

た。町道の路面に白線を引いて黄色い文字で「止まれ」と記すことはできないか。

（２）国道５０７号に両サイドの安全確認ができるようにカーブミラーの設置を要請

できないか。

（３）町内の交差点において優先道路でない町道に「止まれ」の標識がない場所があ

れば、すべての路面に白線を引いて黄色い文字で「止まれ」と記すことはできないか。

３．集落間防犯灯の点検を 【 町長 】

（１）本部公園前から津嘉山中央線までの区間に設置されている防犯灯がいくつか消

えている。改善ができないか。

（２）町内の全集落間の防犯灯を点検する考えはないか。
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□ 玉城勇 議員

１．南風原町内の河川の整備について 【 町長 】

（１）国場川整備事業で河川の景観を良くするため、川底に大きな石を配置し水の流

れを楽しむようにしているが、雑草が繁茂して景観を損ねている状況である。今後の

整備事業においては、川底をコンクリートにすることで雑草が生えないように変更し

てはどうか。

（２）今後の国場川整備事業の進捗について県と変更協議ができないか。

（３）南風原町管理の河川についても同様に計画してはどうか。

２．役場庁舎内保育所の設置について 【 町長 】

（１）南風原町役場に事業所内保育施設（定員１９人以下の小規模保育事業所）を設

置することによって職員が安心して子育てができ、仕事も充実し効率アップしていく

と思われる。役場庁舎の６階を活用することで設置は可能と思う。設置の検討ができ

ないか。
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□ 大宜見洋文 議員

１．貧困世帯の子ども支援事業について 【 町長 】

（１）貧困世帯の子ども支援事業の実施から半年経ち、見えてきた成果と課題はある

か。

（２）保幼小中学校や学童クラブ、地域自治会との連携は強化できているのか。

２．増加傾向にある特別な支援を要する児童・生徒への対応について

【 町長・教育委員長 】

（１）特別な支援を要する児童・生徒への対応は、第五次南風原町総合計画には十分

に考慮されているか。

（２）特別な支援を要する児童・生徒への対応は、学校だけで取り組むには現状では

非常に厳しい。地域を巻き込んで地域住民も一緒に取り組む必要があると考えるが、

町教育委員会の認識と具体的な取り組みはあるのか。

３．さまざまな子育て支援事業に作業療法士との連携を 【 町長、教育委員長 】

（１）作業療法士の高度なスキルが保幼小中学の子育て支援にとても有効であるとの

ことだが、本町の取り組みに導入は可能か。

４．ＩＣＴ教育について 【 教育委員長 】

（１）恩納村山田小中学校がＩＣＴ教育の先進モデル校として全国でも有名だと聞い

たが、調査しているか。
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（大宜見洋文議員 一般質問）

５．町立小中学校の図書館司書について 【 町長・教育委員長 】

（１）町立小中学校の図書館司書正職員の登用率は他自治体と比べて低いのか。

（２）学校図書館司書が県や他自治体間で連携している組織・団体はあるか。

（３）沖縄県学校図書館協議会の目的や意義は何か。

６．教職員の職場環境の改善について 【 教育委員長 】

（１）９月定例会での一般質問後に、教職員の職場環境の改善策は取られたか。

７．再度、農福連携について問う 【 町長 】

（１）国はお互いの弱点を補い合おうと「農福連携」を掲げ、福祉事務所への農業技

術者の派遣などに補助金を出す事業を開始しているとのことだが、町内で取り組みは

あるか。

８．１０年ほど前に実施された宮平地区農地整備事業の残金（余剰金）について

【 町長 】

（１）将来予想される排水路整備用にと、１０年ほど前に宮平区域農地整備事業の残

金の管理について、町に委託したというが、事実か。

（２）早急に排水路整備を行ってもらいたいと宮平地区は何度も町に要望していると

のことだが実施できない理由は何か。

９．ウガンヌ前公園整備事業について 【 町長 】

（１）都市公園の定義とは何か。

（２）ウガンヌ前公園の管理運営は、どこが担うのか。
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□ 宮城寛淳 議員

１．給食センターの在り方を問う 【 町長・教育委員長 】

（１）隣町の議会広報誌に本町を含めた「広域行政で給食センターの運営を」という

一般質問が掲載されている。答弁として「３町の副町長で話し合いをしている」とあ

った。事実なのか。

（２）本町の学校給食の在り方について問う。食材の確保やアトピー等を考えたとき、

大量に作るセンター方式よりも学校ごとの給食がいいと思うが町長の考えはどうか。

（３）第五次南風原町総合計画（案）の基本計画編で行財政計画がある。この中で広

域行政推進の項目があり、「共通する地域課題の広域化の取り組みに努めます。」と

なっている。学校給食もそのひとつになるのか。

２．山川地区付近の農道整備を 【 町長 】

（１）八重瀬町内に位置する農道で山川区の名幸橋から八重瀬町への町道１２６号線

から延びる農道と、町道１２６号線と県道４８号線の交差するところから延びている

農道の整備ができないか。この２つの農道とも、地番は八重瀬町だが地権者は南風原

町民であるがどうか。

（２）本町で整備ができなければ、八重瀬町に整備するよう要請できないか。

（３）隣町にまたがるとき、整備が可能かどうかの基準となるものはあるのか。

３．高齢者福祉のさらなる充実を 【 町長 】

（１）第五次南風原町総合計画（案）の中でも、「高齢者を支える体制の強化とサー

ビスの充実」がある。年金の支給カットや介護保険の利用負担の増、医療保険の負担

増等高齢者に厳しい社会になっている。高齢者の生活支援や生きがいづくり、居場所

づくりなど町長の考えはどうか。
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□ 赤嶺雅和 議員

１．特定健診の受診率向上のために 【 町長 】

（１）本町の特定健診の受診率はどれほどか。

（２）受診率を上げる対策はあるのか。

（３）受診率を上げることによってどのような効果があるのか。また町民の健康増進

にはどのような方法があるか。

２．子どもの貧困問題の状況は 【 町長 】

（１）県の調査では県内における子どもの貧困率が約３０％で、全国平均の約２倍で

あるという。貧困の大きな原因は何か。また本町の子どもの貧困はどのような状況か。

（２）子どもの貧困は親の貧困にあると思うがどうか。

（３）子どもの貧困に対する本町の対策はあるか。
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□ 浦崎みゆき 議員

１．食品ロス削減について 【 町長・教育委員長 】

（１）家庭の未利用食品を持ち寄り、福祉団体や施設、フードバンクなどに寄付する

「フードドライブ」があるが、本町の取り組みはどうか。

（２）学校給食での近年の残量調査はどのようになっているか。

（３）家庭や企業等を含め、全町的に食品ロスを減らすため、消費生活「アドバイザ

ー」等による講演会の開催を行う考えはないか。

２．交通弱者に配慮した地域公共交通を 【 町長 】

（１）沖縄県は自動車社会であるが、免許がないことで移動を制約される人も少なく

ない。本町の交通弱者の把握はできるか。

（２）まちづくりの一環として、通勤・通学・買物客・高齢者・障がい者等さまざま

な人々に対して利用しやすい移動手段として町内循環バスの見解を問う。
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（浦崎みゆき議員 一般質問）

３．男女共同参画社会について 【 町長 】

（１）市町村における男女共同参画行政の推進で本町の状況はどのようになっている

か。

（２）平成２４年の「第二次南風原町男女共同参画計画まじゅんプラン」策定以降、

推進された具体例はあるか。

（３）「第二次まじゅんプラン」が策定され、中間年度（平成２７年度～平成２９年

度）での見直しが謳われている。状況はどうか。また委員の委嘱はされているか。

（４）男女共同参画社会を実現するためには、「南風町男女共同参画推進条例(仮称)」

制定が必須事項と思われるが状況を問う。

４．Ｂ型肝炎ワクチンの周知徹底と、助成拡大を 【 町長 】

（１）Ｂ型肝炎ワクチンの接種状況はどのようになっているか。

（２）平成２９年７月までの接種延長について、周知徹底されているか。

（３）３歳児までの任意接種に限り、一部助成ができないか。
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□ 花城清文 議員

１．サッカー専用の競技場を建設してはどうか 【 町長・教育委員長 】

（１）今年もプロサッカーチームのキャンプはあるのか。

（２）キャンプはいつから、何日間行うのか。

（３）陸上競技場の使用禁止がある。それはいつから、いつまでか。

（４）第五次総合計画（案）でもプロサッカーチームを誘致するとしている。専用の

サッカー場を建設し町おこしをしてはどうか。

２．こども医療費の現物給付を問う 【 町長 】

（１）新聞に公表したこども医療費助成の現物給付の１月診療分開始の進捗はどうか。

（２）県や県医師会、市長会、町村長会への働きかけはどうのようにしたか。

（３）現物給付ができなかった場合、町民への説明はどうするか。
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（花城清文議員 一般質問）

３．認可外保育園への支援を 【 町長 】

（１）認可外保育園の数と園児数は何人か。

（２）認可保育園と認可外保育園の支援に何があるのか。

（３）保育園は職員の確保が厳しいと聞く。認可外保育園で働く職員にも給料の支援

をしてほしいがどうか。

４．新川から北丘小学校への通学路の整備を問う 【 町長・教育委員長 】

（１）新川から北丘小学校への通学路の整備は議会での答弁で平成２９年完成とある。

工事は実施計画どおり進んでいるのか。


